
日   時： 2018年11月3日(土) ※祝日です 

      9：30 ～ 17：15 （受付開始9：00～） 
場    所：埼玉医科大学総合医療センター及びカルガモの家 
     ※受講決定の返信時にお知らせいたします。 
対    象：埼玉県で、小児リハに従事するＰＴ・ＯＴ・ＳＴ 30名 
参 加 費：無料 
  
プログラム： 詳細は別紙参照 
申込方法： 2枚目申込用紙の内容をメール記載もしくは添付、近隣の職場
の方でしたら直接記入にてお持ちいただいても構いません。 
しめ切り： １０月上旬 ※９月末より順次受講可否決定の返信をいたします。 
事務局申し込み担当 ： カルガモの家 理学療法士 菅沼雄一 
事務局アドレス： sszr2016@yahoo.co.jp  

 初秋の候、皆々様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 本講習会は、現在、子どものいる家庭に訪問されている方や、これから小児のリハビ
リをはじめようと考えている方、小児リハビリについて相談する相手が少なく困っている
方などを対象として、埼玉県の小児在宅医療の現状や小児リハの知識と技術を体系的
に学んでいただけるようなプログラムになっています。 

 本研究会主催の小児リハビリ講習会も今年で3回目の開催となります。今回は今まで
の講習会で皆様より募った意見や困りごとをもとに、ポイントを絞った内容でプログラム
を組ませていただきました。 また、今年からの試みとして一部のプログラムを３ブース
に分ける形をとり、興味のあるものを受講していただける形式で行います。 

 ご多用のところ恐縮ではございますが、多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

埼玉県小児在宅医療支援研究会 代表 

埼玉医大総合医療センター小児科 特任教授 

田村正徳 

埼玉県小児在宅医療支援研究会主催  

平成30年度「小児リハビリ講習会」開催のお知らせ 

【参加に際してのお願い】 

＊祝日のため会場の出入り時間を制限させていただきます。 
 飲み物および昼食は買いに出られませんので必ずご持参ください。 
＊本研修会は埼玉県の事業で成り立っています。報告書作成のため  
 のアンケート及び写真撮影にご協力ください。 
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（ふりがな） 

氏名 
（                          ） 

 

性別 男   ・   女 

職種 理学療法士  作業療法士  言語聴覚士 

所属 

メール 
アドレス 

＠ 
WordやPDFが受け取れるファイルでお願いします 

電話番号 －       － 

困って 
いること 

相談した
いこと 

小児リハ
ビリ経験
年数 

担当人数 

経験年数：    年 
担当人数：    人 
（今まで担当した人数。おおよそで構いません） 

H30年度 小児リハビリ講習会 申込み用紙 



 バスを利用される方 
 川越駅東口・本川越駅より東武バス 
 （上尾駅西口・平方・埼玉医大・川越運動公園行き）（約25分）埼玉医大下車 
 JR高崎線上尾駅西口より東武バス（川越駅行き）（約20分）埼玉医大下車  
  
 車で来院される方 

 駐車場をご利用ください ※会場まで駐車券をお持ちください 
 
 他 交通案内について 右記QRコードより 
  埼玉医科大学総合医療センターHPをご参照ください 
  http://www.saitama-med.ac.jp/kawagoe/index.html 

平成30年度 「小児リハビリ講習会」 
会場とアクセス 

会場 

 埼玉医大総合医療センター管理棟2階会議室 

および 

 カルガモの家リハビリ室 

埼玉県川越市鴨田1981番地 

http://www.saitama-med.ac.jp/kawagoe/07access/index.html


平成30年度 埼玉県小児在宅医療支援研究会主催 

    「小児リハビリ講習会」 プログラム（予定） 

時間 内容 

9：30 講習会開始  オリエンテーション 

10：00 小児の摂食・嚥下 

11：30 昼休憩 

12：30 

ミニ講習会 ①-③どれか1つにご参加ください。 
 ①呼吸器と排痰補助装置 
 ②補装具について 
 ③姿勢とからだの使い方 ※毎年恒例の実技で初心者向けです 

14：30 グループワーク 

16：00 情報交換、施設紹介 等 

16：30 質疑応答 / アンケート記載 

17：15 閉講 

注意事項 
◆原則として、１日全て参加できる方を対象とします 
◆人数超過の場合は、事業所ごとに参加人数の調整をお願いすることがあります 
◆講習に関するアンケートの協力をお願いいたします 
◆実技等で靴を脱ぐことが多くありますので、必要に応じて靴下等もお持ちください。 


